
総
行
動
開
始

○
集
会
（
座
り
込
み
）

集
会
は
仙
台
市
匂
当
台
公

園
憩
い
の
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、

地
本
武
田
執
行
委
員
の
司
会

で
開
会
し
た
。
冒
頭
主
催
者

を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

地
本
太
田
委
員
長
は
「
総
行

動
は
今
年
で
４
年
目
。
二
つ

の
柱
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
つ
は
職
場
総
点
検
運
動
、

二
つ
は
安
全
問
題
で
あ
る
」

と
そ
の
意
義
を
述
べ
、
更
に

「
労
働
者
同
士
の
格
差
な
ど

賃
上
げ
の
客
観
的
条
件
は
あ

る
。
組
織
さ
れ
た
私
た
ち
労

働
組
合
が
先
頭
に
立
ち
、
外

に
向
か
っ
て
団
結
の
ア
ピ
ー

ル
を
」
と
一
日
の
行
動
に
激

励
の
言
葉
を
掛
け
、
ま
た
１

０
４
７
名
問
題
の
早
期
解
決

も
合
わ
せ
て
の
集
会
で
あ
る

こ
と
を
表
明
し
た
。
引
き
続

き
、
こ
の
集
会
の
た
め
に
多
く
の

来
賓
の
方
々
に
駆
け
つ
け
て
頂
き
、

激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。

【
別
掲
】

○
組
織
拡
大
報
告

更
に
組
織
拡
大
報
告
と
し
て
、

２
月
７
日
に
国
労
に
加
入
し
た
太

田
さ
ん
の
所
属
す
る
仙
台
電
車
区

分
会
の
我
妻
分
会
長
よ
り
報
告
を

受
け
た
。
ま
た
報
告
終
了
後
、
集

会
参
加
者
の
励
ま
し
の
言
葉
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
「
檄
布
」
が
太
田

委
員
長
よ
り
我
妻
分
会
長
に
手
渡

さ
れ
た
。

○
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｄ
５
１
合
唱
団
＆
国
鉄
郡
山

う
た
う
会
＆
郡
山
合
唱
団

座
り
込
み
を
続
け
な
が
ら
の
昼

食
後
は
恒
例
と
な
っ
た
Ｄ
５
１
合

唱
団
の
う
た
ご
え
披
露
で
あ
る
。

今
回
は
昨
年
「
国
鉄
の
う
た
ご

え
全
国
祭
典
」
を
開
催
し
た
福
島

の
仲
間
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
国
鉄
闘

争
や
平
和
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
頂
い
た
。

○
チ
ラ
シ
配
布
行
動

チ
ラ
シ
配
布
行
動
は
仙
台
駅
東

宝
前
・
フ
ォ
ー
ラ
ス
前
・
勾
当
台

駅
前
の
三
カ
所
で
行
わ
れ
た
。
短

時
間
で
あ
っ
た
が
、
我
々
の
考
え

や
主
張
を
多
く
の
市
民
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

チ
ラ
シ
の
内
容
は
、
格
差
社
会

と
平
和
問
題
、
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
ワ
ン
マ
ン
運
転
（
安
全
問
題
）
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
（
長
時
間
労
働
）
、
１
０
４
７

名
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
で
あ

る

。
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地
方
本
部
は
07
春
闘
勝
利
に
向
け
て
の
大
衆
行
動
と
し
て
、
3
月
９
日
に
国
労
東

北
総
決
起
集
会
（
速
報
版
参
照
）、
翌
10
日
に
は
国
労
仙
台
総
行
動
を
仙
台
市
内

に
て
展
開
し
た
。
両
日
合
わ
せ
て
６
０
０
名
を
超
え
る
組
合
員
が
仙
台
の
地
に
結
集
し

た
が
、
そ
の
具
体
的
な
行
動
等
に
つ
い
て
以
下
に
報
告
す
る
。

仙台市内で声高らかにシュプレヒコール

【
順
不
同
】

日
本
共
産
党
宮
城
県
委
員
会

加
藤

幹
夫
様

宮
城
県
交
運
労
協
事
務
局
長

阿
部

正
二
様

宮
城
県
労
連
副
議
長

清
水

英
之
様

仙
台
市
職
員
労
組
副
委
員
長

岩

渕

淳
様

宮
城
県
教
職
員
組
合
委
員
長

佐
々
木
永
一
様

全
農
林
仙
台
分
会
委
員
長

関

広
志
様

建
交
労
鉄
道
宮
城
地
本
委
員
長

佐

藤

稔
様

仙
台
市
議
会
議
員
予
定
立
候
補
者

樋
口
の
り
子
様

宮
城
県
団
結
集
会
実
行
委
員
会

副
実
行
委
員
長

堀
川

嘉
隆
様

仙
台
市
議
会
議
員大

槻

正
俊
様

仙
台
市
議
会
議
員石

川

建
治
様

宮
城
県
会
議
員

岸
田

清
実
様

国
労
本
部
委
員
長佐

藤

勝
雄
様

こんにちわ、

国労です

どうぞ！



○
春
闘
川
柳
発
表
と
表
彰
式

昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
催
し

と
し
て
、
今
年
も
春
闘
川
柳
が
取

り
組
ま
れ
た
。
応
募
総
数
９
３
句
の

中
か
ら
厳
選
な
る
集
計
の
結
果
、

○
不
採
用
問
題
で

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
呼
応

「不
採
用
事
件
２
０
年
解
決
実

左
記
の
句
が
選
出
さ
れ
た
。

０
７
春
闘
事
務
局
長
の
中
島
地

本
執
行
副
委
員
長
よ
り
１
０
位
ま

で
（１
３
句
）が
詠
み
上
げ
ら
れ
、
太

田
委
員
長
よ
り
豪
華
賞
品
が
手

渡
さ
れ
た
。

現
」が
、
総
行
動
の
中
で
確
認
さ
れ

た
。
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
呼
応
し
た

仙
台
地
本
の
取
り
組
み
。
東
日
本

各
地
で
受
け
入
れ
、
支
援
要
請
を

展
開
し
て
い
る
。

総
行
動
へ
は
、
佐
藤
勝
雄
中
央

執
行
委
員
長
が
駆
け
つ
け
、
不
採

用
問
題
解
決
に
向
け
た
情
勢
と
課

題
を
提
起
し
、
「
地
本
全
体
で
支

え
あ
う
」と
の
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

賞
品
を
受
け
取
る
第
一
位
の
吉
田
英
樹
さ
ん

○
青
空
ミ
ニ
学
習
会

恒
例
と
な
っ
た
屋
外
で
の
ミ
ニ
学

習
会
は
、
安
全
に
対
す
る
諸
課
題

と
そ
の
問
題
点
な
ど
を
一
緒
に
考

え
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
の

が
ね
ら
い
。
今
回
は
①
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
、
②
ア
ク
セ
ス
鉄
道
ワ
ン
マ
ン
運
転
、

③
関
連
会
社
社
員
の
労
災
死
亡

事
故
の
３
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
報
告
を
し
て
頂
い
た
。

☆
ア
ス
ベ
ス
ト

と
い
え
ば

勝

で
あ
り
ま
す
。

ヨ
ロ
シ
ク
！

☆
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
当
事
者
は
国
労

で
は
僅
か
二
人
。
し
か
し
そ
こ
を
全

体
で
考
え
る

の
が
国
労
。

佐
々
木
で
す
。

☆
協
力
会
社

の
仲
間
の
死

を
自
ら
の
事

と
し
て
受
け
止

め
な
く
て
は
組
合
の
意
味
は
な
い
。

庄
司

で
す
。

○
地
本
大
沼
書
記
長
集
約

①
昨
日
の
東
北
集
会
は
全
体
で
３

４
６
名
、
仙
台
は
２
４
１
名
の
結
集
。

本
日
の
総
行
動
で
は
２
７
２
名
の

仲
間
が
結
集
し
、
地
本
で
両
日
合

わ
せ
て
５
１
０
名
を
超
え
る
参
加
は

こ
の
４
年
間
で
最
高
数
か
つ
５
割
以

上
参
加
の
目
標
を
達
成
。
各
級
機

関
の
努
力
の
成
果
。

②
今
春
闘
は
、
昨
年
を
上
回
る
ベ

ア
実
施
と
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、

正
規
社
員
待
遇
を
勝
ち
取
る
の
か

が
焦
点
。
上
場
企
業
大
手
各
社
は

バ
ブ
ル
期
を
凌
ぐ
過
去
最
高
益
を

確
保
し
、
昨
年
を
上
回
る
有
額
回

答
が
確
実
。

③
貨
物
、
旅
客
共
に
交
渉
を
重
ね

て
い
る
。
貨
物
で
は
５
年
連
続
の
黒

字
計
上
、
今
年
も
確
実
で
あ
り
な

が
ら
社
員
の
労
苦
を
顧
み
な
い
交

渉
。
東
日
本
で
は
過
去
最
高
益
で

ベ
ア
を
実
施
し
な
い
根
拠
を
示
せ
な

い
状
況
。

④
地
本
は
本
部
・エ
リ
ア
本
部
の
交

渉
を
押
し
上
げ
る
目
的
で
、
春
闘

の
柱
と
し
て
一
つ
に
職
場
要
求
の

確
立
、
も
う
一
つ
は
大
衆
行
動
を

通
じ
て
全
体
で
職
場
改
善
運
動
を

共
有
化
す
る
こ
と
を
取
組
ん
で
き

た
。
今
春
闘
で
は
昨
年
に
も
増
し

た
職
場
集
会
や
要
求
作
り
が
進
め

ら
れ
、
大
衆
行
動
で
は
全
支
部
が

事
務
局
に
入
り
、
各
取
組
み
が
ご

覧
の
通
り
大
成
功
に
。

⑤
地
域
共
闘
と
の
春
闘
作
り
〜
各

政
党
や
労
働
団
体
、
加
盟
労
組
の

皆
さ
ん
か
ら
の
激
励
と
連
帯
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
労
働
者
全
体
の
労

働
条
件
底
上
げ
の
共
通
認
識
、
更

に
統
一
自
治
体
選
挙
に
挑
戦
す

る
候
補
者
か
ら
の
決
意
も
あ
っ
た
。

⑥
職
場
労
働
条
件
改
善
の
取
組

み
は
こ
れ
か
ら
。
現
場
長
へ
の
要
請

行
動
や
対
話
活
動
を
進
め
よ
う
。

差
別
是
正
の
闘
い
は
組
織
拡
大
に

結
び
つ
い
て
い
る
。
明
日
か
ら
ま
た

職
場
・地
域
で
奮
闘
し
合
お
う
。
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○
仙
台
闘
争
団

高
橋
団
長

○
貨
物
協
議
会

木
村
議
長

○
自
動
車
支
部大

倉
委
員
長

○
山
形
県
支
部伊

藤
書
記
長

○
郡
山
工
場
支
部

大
橋
副
委
員
長

○
福
島
県
支
部小

檜
山
委
員
長

○
仙
台
総
合
車
両
所
支
部

庄
司
委
員
長

○
宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

春
闘
川
柳
上
位
発
表

第
一
位
35
票

主
任
職

車
両
係
に

仕
事
聞
く

詠
み
人
知
ら
ず

〃

〃

働
け
ど

ひ
た
い
は
上
が
る
が

賃
金
上
が
ら
ず

ブ
ラ
ッ
ク
Ｓ
Ｓ
Ｋ

第
三
位
33
票

上
位
職

口
は
出
し
て
も

手
は
出
さ
ず

ゲ
バ
ゲ
バ

〃

〃

和
解
な
ら

返
し
て
欲
し
い

二
十
年

ト
ト
ロ

第
五
位
32
票

仕
事
せ
ぬ

同
僚
だ
け
が

出
世
す
る

ス
タ
ー
ビ
ー

第
六
位
28
票

我
が
手
取
り

何
年
経
っ
て
も

同
じ
額

サ
プ
ラ
イ
ズ
・
セ
ロ

第
七
位
16
票

ベ
ア
ゼ
ロ
で

必
然
的
に

ダ
イ
エ
ッ
ト

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

第
八
位
14
票

賃
金
は

上
が
ら
な
い
が

増
す
責
任

ホ
ワ
イ
ト

第
九
位
13
票

確
変
に

涙
流
し
た

給
料
前

単
発
名
人

第
十
位
10
票

ワ
ァ
ー
す
ご
い

言
わ
れ
て
み
た
い

給
料
で

自
風
士

〃

〃

税
負
担

家
計
圧
迫

手
取
り
減
る

美
し
い
国

〃

〃

働
け
ど

企
業
の
陰
で

民
が
泣
く

平
成
啄
木

〃

〃

産
む
機
械
（
機
会
）

与
え
て
欲
し
い

賃
上
げ
で

反
自
公
民


